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あなたが好きなまち・朝来市

今
月
の
主
な
内
容

駐駐日ペルー大使が朝来市を訪駐日ペルー大使が朝来市を訪問問……２２

平成２５年度 朝来市の決平成２５年度 朝来市の決算算………４…４

地域おこし協力隊「あさこいひと便り地域おこし協力隊「あさこいひと便り」」…９…９

市政フラッシ市政フラッシュュ／我がまち朝来再発／我がまち朝来再発見見…１０…１０

まちのわだまちのわだいい…………………………………………１２１２

情報掲示情報掲示板板………………………………………………１４１４

人いきいき／こんなことあったで人いきいき／こんなことあったでーー／新あさご百景／新あさご百景…２４…２４

東東洋一の輝き東洋一の輝きがが
光と音で復光と音で復活活

１１００月月４４日日
神子畑選鉱場跡でプロジェクションマッピン神子畑選鉱場跡でプロジェクションマッピンググ

（１（１２２㌻㌻に関連記事に関連記事））

̍̍
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朝
来
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

今
回
、市
が
招
い
た
の
は
、駐
日
ペ
ル
ー
大

使
館
の
エ
ラ
ル
ド
・
エ
ス
カ
ラ
大
使
と
、ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ナ
夫
人
、令
嬢
の
エ
カ
テ
リ
ー
ナ

ち
ゃ
ん
の
３
人
と
秘
書
の
あ
わ
せ
て
４
人
。

ま
た
、

日
に
は
、ひ
ょ
う
ご
ラ
テ
ン
コ
ミ
ュ

２０

ニ
テ
ィ
か
ら
も
代
表
の
大
城
ロ
ク
サ
ナ
さ
ん
、

お

お

し

ろ

副
代
表
の
藤
戸
直
美
さ
ん
の
２
人
も
朝
来
市

ふ

じ

と

な

お

み

を
訪
れ
一
行
に
同
行
し
ま
し
た
。

＊

＊

＊

日
、朝
来
市
に
入
っ
た
一
行
は
、ま
ず
、

２０
竹
田
小
学
校
を
訪
れ
、同
校
体
育
館
で
行
わ

れ
た
歓
迎
交
流
会
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
、同
校
の
４
・
５
・
６
年
生
８９

人
を
は
じ
め
、関
係
者
ら
約
１
５
０
人
が
出

席
。記
念
品
の
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
竹
田
城
跡
の
紹
介
や

「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く
」の
演
奏
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、大
使
の
令
嬢
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
ち
ゃ

ん
が
、飛
び
入
り
で
「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」

「
い
と
ま
き
の
う
た
」を
歌
う
な
ど
、和
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か
で
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、一
行
は
竹
田
城
跡
を
訪
問
。ガ
イ

ド
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
城
跡
を
視
察
し

ま
し
た
。
二
の
丸
で
は
「
こ
こ
か
ら
見
え
る
風

握手を交わすエスカラ大使（中央）と多次市長（右）、左はクリスティーナ大使夫人（１０月２０日）

よよ
う
こ
そ
朝
来
市

よ
う
こ
そ
朝
来
市
へへ

ペ
ル
ー
大
使
ご
一

ペ
ル
ー
大
使
ご
一
行行

閉山後の坑道の観光化について視察
（史跡・生野銀山１０月２１日）

マチュピチュと竹田城跡の写真展を鑑賞
（イオン和田山店１０月２１日）

畜産エリアを視察
（県立北部農業技術センター１０月２１日）

竹田城跡を眺める
（県立南但馬自然学校１０月２１日）

月

日
か
ら

日
ま
で
の
２
日
間
、エ
ラ
ル
ド
・
エ
ス
カ
ラ
駐
日

１０

２０

２１

ペ
ル
ー
共
和
国
特
命
全
権
大
使
ご
一
行
が
朝
来
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
の
朝
来
市
へ
の
招
へ
い
は
、竹
田
城
跡
が『
日
本
の
マ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
』と
も
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
の
あ
る

ペ
ル
ー
共
和
国
へ
紹
介
し
、そ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
。」「
文

化
財
保
護
に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
き
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
。」「
日

本
に
お
住
ま
い
の
ペ
ル
ー
の
皆
さ
ん
に
、竹
田
城
跡
を
紹
介
す
る
こ

と
。」な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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景
が
、マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
に
似
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。」と
の
説
明
に
、笑
顔
で
応
え

る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

日
は
、
朝
か
ら
、県
立
南
但
馬
自
然
学
校

２１
に
あ
る「
竹
田
城
跡
見
晴
台
」に
立
ち
寄
り
ま

し
た
。あ
い
に
く
の
曇
り
空
と
な
り
、城
跡
の

眺
望
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、一
行

は
雲
の
す
き
間
か
ら
見
え
る
城
跡
の
様
子
を

楽
し
み
ま
し
た
。

続
い
て
、県
立
北
部
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
。畜
産
エ
リ
ア
で
は
、飼
育
さ
れ
て
い

る
但
馬
牛
を
視
察
し
、説
明
し
た
職
員
へ
、大

使
か
ら
は
、血
統
や
肉
質
な
ど
に
つ
い
て
の

詳
細
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
イ
オ
ン
和
田
山
店
で
開
催
さ
れ
た

「
天
空
都
市
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
＆
竹
田
城
跡
交

流
写
真
展
」（

月

日
～

日
開
催
）を
鑑

１０

１８

２６

賞
。Ｅ
ｋ
ｅ
ｋ
ｏ
ｓ（
エ
ケ
コ
ス
）に
よ
る
ペ

ル
ー
民
族
音
楽
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、竹
田
城

跡
の
写
真
の
説
明
を
受
け
た
り
、マ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
遺
跡
の
写
真
に
つ
い
て
同
行
し
た
多
次

市
長
ら
に
大
使
自
ら
解
説
を
行
っ
た
り
し
ま

し
た
。

最
後
に
一
行
は
、史
跡
・
生
野
銀
山
へ
足
を

運
び
ま
し
た
。ペ
ル
ー
が
世
界
有
数
の
銀
産
出

国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、銀
を
は
じ
め
と
す
る
鉱

物
の
産
出
量
や
掘
削
方
法
、観
光
資
源
と
し
て

の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
へ
質
問
す

る
な
ど
、熱
心
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

＊

＊

＊

朝
来
市
で
は
、今
回
の
大
使
一
行
の
訪
問

の
な
か
で
、大
使
か
ら
、「
今
後
も
朝
来
市
と

ペ
ル
ー
と
の
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
。」と

の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

市
と
し
て
は
、竹
田
城
跡
を
は
じ
め
、市
を

国
際
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
機
会
と
と
ら
え
、

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【竹田城跡の印象について】

竹田城跡はきちんと保護に注意が払われています。遺構の保存

に、市や地元の皆さんがしっかりと対応しています。

マチュピチュ遺跡と竹田城跡、２つの大きな場所の話でありま

すが、竹田城跡はこれだけで素晴らしいものです。山があり、川が

あり、周囲に美しい谷があり、雲海がある。それだけでとても素晴ら

しいものです。

【記者からの「どちらが１番か」の質問に】

「マチュピチュ！」（笑顔で）

しかし、遺跡というものは本来比較するようなものではなく、それ

だけで価値があるものです。ペルーにもいろいろな遺跡があります。

それぞれに素晴らしさがあります。どこかに似ているというのではな

く、独自性をアピールすることを大切にしてほしいのです。

【遺跡の保護と観光への活用について】

遺跡の保護と観光の両立については、ペルーでも同様の問題が

あります。文化省は文化財の保護を重要視しています。マチュピ

チュはユネスコが認定する世界遺産であり、ユネスコは保護するこ

とを最重要視しています。そのようなことから、１日の入場者数を

３千人に制限しています。これも一つの方法であると考えます。

極端なことをせず、バランスが大事なのです。観光客が経済的

な支援となることで、保存も進めていくことができます。

【これからの関わりについて】

朝来市には生野銀山がありますが、ペルーは世界有数の銀の産

出国です。廃坑となった鉱山を日本では観光資源として活用して

いますが、そのような事例を学びたいと考えています。

私たちが朝来市にやってきた際に、雨が降っていました。私はこ

の雨は、朝来市の皆さんの喜びの雨だと思っています。雨は大地に

豊かな実りをもたらすものです。朝来市とペルーとのこれからの交

流を実りあるものにする雨なのです。

【【ペルー共和国とは【ペルー共和国とは】】
南アメリカ西部にあり太平南アメリカ西部にあり太平洋洋

に面しています。首都はリマ、に面しています。首都はリマ、面面

積は約１２９万平方㌔で日本積は約１２９万平方㌔で日本のの

約３．４倍、人口は約３千万人約３．４倍、人口は約３千万人、、

公用語はスペイン語。マチュ公用語はスペイン語。マチュピピ

チュ遺跡やナスカの地上絵チュ遺跡やナスカの地上絵とと

いった世界遺産で有名いった世界遺産で有名。。

エカテリーナちゃんと子どもたち
（竹田小学校１０月２０日）

「この風景がマチュピチュに似ていると言われています」
との説明には大使も笑顔に（竹田城跡１０月２０日）

エラルド・エスカラ大使の言エラルド・エスカラ大使の言葉葉
（駐日ペルー共和国特命全権大使（駐日ペルー共和国特命全権大使））

＝翻訳・要旨＝翻訳・要旨＝＝
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市
債（
借
金
）
基
金（
貯
金
）の
状
況

平
成

年
度
末
の
市
債
残
高
は
、通
常
の
償
還
に
加
え
て
、

２５

２９

億
６
千
３
０
５
万
円
の
繰
り
上
げ
償
還
を
実
施
し
た
結
果
、前
年

度
末
よ
り

億
４
千
１
３
３
万
円
減
少（
９
・
４
％
減
少
）し
、２

２９

８
２
億
１
千
５
６
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、市
の
貯
金
と
も

い
え
る
基
金
の
残
高
は
、市
債
の
繰
り
上
げ
償
還
の
た
め
に
取
り

崩
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
昨
年
度
末
よ
り

億
９
千
８
６
９
万
円
減

２６

少
し
、

億
８
千
４
３
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

９４

平
成

年
度
の
各
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
、９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
認
定

２５

さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
が
、

こ
の
１
年
間
ど
の
よ
う
に
入
り
、ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、一
般
会
計
を
中

心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成

年
度

朝
来
市
の
決
算

２５

■
問
い
合
わ
せ
先

財
務
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
７

市民１人あたり

※平成２６年３月末現在の
人口３２,５１７人で計算

■基金年度末現在高の状況（一般会計）

４０億９，３６９万円財政調整基金

２億２，０５５万円減債基金

５１億７，００８万円その他特定目的基金

９４億８，４３２万円計

２９１，６７３円市民一人当たり

■市債現在高の状況（一般会計）

３１１億５，６９６万円平成２４年度末現在高

３１億１，６４０万円平成２５年度市債発行額

６０億５，７７３万円平成２５年度元金償還額

２８２億１，５６３万円平成２５年度年度末現在高

８６７，７１９円市民一人当たり

《
朝
来
市
の
会
計
》

朝
来
市
の
会
計
は
、一
般
会
計
と

の
特
別
会
計
、企
業
会

１０

計
（
水
道
事
業
・
工
業
用
水
道
事
業
）で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
は
高
齢
者
や
子
ど
も
の
福
祉
、小
・
中
学
校
や
生

涯
学
習
の
振
興
、
道
路
の
整
備
、
ご
み
処
理
な
ど
市
の
主
な
仕

事
に
使
わ
れ
る
会
計
で
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
大
部
分
を
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
歳
入（
収
入
）が
２
６

２５

２
億
１
千
６
２
４
万
円
、歳
出（
支
出
）が
２
５
３
億
２
千
４

９
万
円
で
差
し
引
き
８
億
９
千
５
７
６
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
う
ち
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
行
う
事
業
の

財
源
３
億
６
千
２
３
６
万
円
を
差
し
引
い
た
５
億
３
千
３
４

０
万
円
が
実
質
的
な
黒
字
と
な
り
ま
す
。

市市税 ４５億２,８６１万市税 ４５億２,８６１万円円
（１（１７７．３．３％）％）

地方交付税 ８２億６,３８６万地方交付税 ８２億６,３８６万円円
（３（３１１．５．５％）％）

そのその他他
６１億６１億１１，８９，８９３３万円万円
（２（２３３．３．３％）％）

国・県支出国・県支出金金
３５億４４１万３５億４４１万円円
（１（１３３．４．４％）％）

市市債債
３１億１,６４０万３１億１,６４０万円円
（１（１１１．．９％９％））

譲与税・交付金譲与税・交付金等等
６億８,４０３万円（６億８,４０３万円（２２．６．６％）％）

歳歳入入
２６２億１,６２４万２６２億１,６２４万円円

歳入２６２億１,６２４万円

納めた市納めた市税税 １３１３９９，２６，２６９９円円

使ったお使ったお金金 ７７７７８８，６８，６８５５円円
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会計の内訳
差引（決算収支）歳出決算額歳入決算額会計名
８億９，５７６万円２５３億２，０４９万円２６２億１，６２４万円一般合計
１億９，０４５万円９３億４，２６３万円９５億３，３０８万円特別会計合計

７２９万円３０２万円１，０３１万円住宅資金貸付事業
１億１，５５４万円３６億５，４１８万円３７億６，９７２万円国民健康保険

９６３万円２，７７４万円３，７３７万円簡易水道事業
１０１万円１,１７１万円１，２７２万円と畜場
１，０９３万円６８３万円１，７７６万円宅地開発事業

０万円１，２１６万円１，２１６万円休日診療所
１，３１３万円１６億６，３４７万円１６億７，６６０万円下水道
２，１７５万円３５億４，１８３万円３５億６，３５８万円介護保険
１，０３９万円４億１，８９０万円４億２，９２９万円後期高齢者医療
７８万円２７９万円３５７万円財産区

△４億８，０２３万円１４億４，５４１万円９億６，５１８万円企業会計合計
５，６３３万円６億２，７６９万円６億８，４０２万円水道事業（収益的収支）

△５億３，５２０万円８億１，２７７万円２億７，７５７万円水道事業（資本的収支）
△１３６万円４９５万円３５９万円工業用水道事業（収益的収支）
０万円０万円０万円工業用水道事業（資本的収支）

６億５９７万円３６１億８５２万円３６７億１，４４９万円合計

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率

「
す
べ
て
の
指
標
で
財
政
の
健
全
化
を
確
保
」

健
全
化
判
断
比
率
等
と
は
、地
方
公
共
団
体
の
財
政
破
た
ん
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、財
政
状
況
を
把
握
し
、悪
化
し
た
団
体
に
対
し

て
早
期
に
健
全
化
を
促
す
た
め
、毎
年
度
決
算
時
に
判
断
指
標
を

算
定
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、そ
の
結
果
に
つ

い
て
市
議
会
へ
報
告
す
る
と
と
も
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い

ま
す
。

平
成

年
度
決
算
に
基
づ
く
算
定
の
結
果
、す
べ
て
の
指
標
で

２５

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
、市
の
財
政
は
健
全
性
を
確
保
で
き

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、公
営
企
業
会
計
の
経
営
健

全
化
の
指
標
と
し
て「
資
金
不
足
比
率
」が
あ
り
ま
す
が
、す
べ
て

の
公
営
企
業
会
計
で
健
全
性
を
確
保
で
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、引
き
続
き
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
と
は
切
り
離
し
、独
立
し
た
予
算

で
行
う
会
計
で
、
市
で
は
国
民
健
康
保
険
、下
水
道
事
業
、介

護
保
険
な
ど

の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

１０

一
方
、
企
業
会
計
は
、地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る

も
の
で
、
特
定
の
事
業
に
つ
い
て
の
収
入
で
支
出
を
ま
か
な
う

独
立
採
算
制
を
と
っ
て
お
り
、水
道
事
業
会
計
、工
業
用
水
道

事
業
会
計
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

平
成

年
度
の
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
決
算

２５

総
額
は
、
歳
入
（
収
入
）１
０
４
億
９
千
８
２
６
万
円
、歳
出

（
支
出
）
１
０
７
億
８
千
８
０
４
万
円
と
な
り
、決
算
収
支
で

は
水
道
事
業
会
計
の
資
本
的
収
支
、工
業
用
水
道
事
業
会
計

を
除
い
て
黒
字
も
し
く
は
歳
入
と
歳
出
が
同
額
と
な
り
ま
し

た
。

※実質赤字額・連結実質赤字額が無いため「－」と表示しています。

財政再生基準早期健全化基準平成２４年度平成２５年度指標の名称

２０．００％１２．９３％－－実質赤字比率

３０．００％１７．９３％－－連結実質赤字比率

３５．０％２５．０％１６．５％１５．３％実質公債費比率

３５０．０％７５．１％６３．４％将来負担比率

経営健全化基準平成２４年度平成２５年度指標の名称

２０．０％－－資金不足比率

※資金不足額が無いため「－」と表示しています。

◆用語解説
◎実質赤字比率…一般会計と一部の特別会計を合わせた赤字の程度

◎連結実質赤字比率…すべての会計を合わせた赤字の程度

◎実質公債費比率…公債費（借入金の返済）と、これに準ずる経費の程度

◎将来負担比率…企業会計・出資法人も含めた将来の支払予定額の程度

◎資金不足比率…公営企業会計ごとに事業規模からみた資金不足の割合

民民生民生費費
４６億６３０万４６億６３０万円円
（１（１８８．２．２％）％）

公債公債費費
６４億７，５２６万６４億７，５２６万円円
（２（２５５．６．６％）％）

総務総務費費
４３億５，５５７万４３億５，５５７万円円
（１（１７７．２．２％）％）

衛生衛生費費
１７億２，７０２万１７億２，７０２万円円
（（６６．．８８％％））

教育教育費費
２８億５，７６３万２８億５，７６３万円円
（１（１１１．３．３％）％）

土木土木費費
２４億８，７８７万２４億８，７８７万円円
（（９９．．８８％％））

農林水産業農林水産業費費
８億８,９５４万円（８億８,９５４万円（３３．５．５％）％）

その他 ２億２,６８５万円（その他 ２億２,６８５万円（００．９．９％）％）
商工費 １０億１,５１７万円（商工費 １０億１,５１７万円（４４．．０％）０％）

消防費 ６億７,９２８万円（消防費 ６億７,９２８万円（２２．７．７％）％）

歳歳出出
（目的別（目的別））

２５３億２,０４９万２５３億２,０４９万円円

歳歳出出
（性質別（性質別））

２５３億２,０４９万２５３億２,０４９万円円

人件人件費費
２８億８，０６１万２８億８，０６１万円円
（１（１１１．４．４％）％）

公債公債費費
６４億３，０３１万６４億３，０３１万円円
（２（２５５．４．４％）％）

補助補助費費
２８億４，７９３万２８億４，７９３万円円
（１（１１１．２．２％）％）

物件物件費費
３２億２，６５８万３２億２，６５８万円円
（１（１２２．７．７％）％）

普通建設事業普通建設事業費費
４７億６，７９１万４７億６，７９１万円円
（１（１８８．８．８％）％）

扶助扶助費費
２３億３，１４４万２３億３，１４４万円円
（（９９．．２２％％））

繰出繰出金金
２０億４,２２７万円（２０億４,２２７万円（８８．１．１％）％）

その他 ７億９,３４４万円（その他 ７億９,３４４万円（３３．２．２％）％）

歳出 ２５３億２,０４９万円

平成２５年度決算報告
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平成２６年度上半期（４月１日～９月３０日）の

市の財政状況をお知らせします財政状況を公表します
平成２６年度上半期

１歳入歳出の予算の執行状況

葛特別会計・公営企業会計 (単位：円)

支 出 割 合支 出 済 額歳 出 予 算 額収 入 割 合収 入 済 額歳 入 予 算 額会 計 名

３７．５％７１２，６８０１，９００，０００７０１．４％１３，３２６，４６７１，９００，０００住宅資金貸付事業

４６．０％１，７１７，８３７，５０２３，７３８，１００，０００３７．３％１，３９４，２３４，７０４３，７３８，１００，０００国 民 健 康 保 険

４０．２％１１，７８９，６５２２９，３００，０００４７．７％１３，９６２，３２７２９，３００，０００簡 易 水 道 事 業

８．０％９１２，７９１１１，４００，０００８．８％１，００８，２３６１１，４００，０００と 畜 場

１２．５％１，９７９，８７９１５，８００，０００６９．２％１０，９２７，３５７１５，８００，０００宅 地 開 発 事 業

３６．９％４，２４２，２３０１１，５００，００００．０％０１１，５００，０００休 日 診 療 所

３９．５％５６３，６４２，３４４１，４２６，５００，０００１４．３％２０４，６１５，７０４１，４２６，５００，０００下 水 道 事 業

４１．７％１，４８３，９１３，０１４３，５６０，４００，０００３９．０％１，３８６，９７４，０２８３，５６０，４００，０００介 護 保 険

３７．１％１７１，０９１，９０２４６１，０００，０００３１．６％１４５，６１７，５６５４６１，０００，０００後期高齢者医療

２．４％１５６，６００６，６００，０００１３．９％９１７，０５１６，６００，０００財 産 区

１６．７％１３５，４４２，５３４８１０，３１４，０００３９．６％３１２，１４５，３８２７８８，４９２，０００収益的
水 道 事 業

３９．０％１３４，６０５，２９２３４５，００８，０００８．０％５，０００，０００６２，２９９，０００資本的

１２．８％６６７，０５５５，２１６，０００５８．７％１，６３３，２８５２，７８１，０００収益的
工業用水道事業

－－－－－－資本的

葛一般会計（歳入） (単位：円)

収入割合収入済額予算額款

５４．３％２，２８９，８８３，６５７４，２２０，４５１，０００市 税
２８．５％５５，７８７，０００１９５，９００，０００地 方 譲 与 税
３８．８％３，７２４，０００９，６００，０００利子割交付金
３０．３％６，３０９，０００２０，８００，０００配当割交付金
０．０％０３，０００，０００株式等譲渡所得割交付金
５８．４％２０５，８２３，０００３５２，６００，０００地方消費税交付金
３６．６％４，７５８，３９０１３，０００，０００ゴルフ場利用税交付金
３３．８％１０，７２７，０００３１，７００，０００自動車取得税交付金
９３．３％１０，９１５，０００１１，７００，０００地方特例交付金
７２．９％５，３５７，５８１，０００７，３５０，０００，０００地 方 交 付 税
４３．９％３，２０８，０００７，３００，０００交通安全対策特別交付金
２０．９％６４，８９８，５２０３１１，２０９，０００分担金及び負担金
５２．０％３８０，５９６，５５１７３１，３６７，０００使用料及び手数料
３１．６％５５８，１２６，３９６１，７６７，５５９，０００国 庫 支 出 金
７．５％１１３，８２０，６２９１，５１７，６６２，０００県 支 出 金
３９．６％３２，１３６，４６９８１，０７４，０００財 産 収 入
７．５％７５４，５８７１０，０７６，０００寄 附 金
０．０％０７７６，２５９，０００繰 入 金

１５８６．７％２６３，３９８，２３６１６，６００，０００繰 越 金
２０．７％２２１，５６７，６９７１，０６９，１４３，０００諸 収 入
０．０％０４，４７３，２００，０００市 債
４１．７％９，５８４，０１５，１３２２２，９７０，２００，０００歳 入 合 計

２基金の状況 (単位：円)

９月末残高基金名会計区分

４，３６３，６９０，０７６財 政 調 整 基 金

一 般
２２０，５４７，７２０減 債 基 金

４，６１０，１１２，３２６そ の 他 特 定 目 的 基 金
５６７，１６３，０２２土 地 開 発 基 金
１７０，７９７，０１４財 政 調 整 基 金国 保
６６，５７３，４２４下 水 道 減 債 基 金

下 水 ２６１，６５４，３９３農業集落排水施設維持基金
３３７，３５９，４８８下 水 道 施 設 維 持 基 金
５４，５３８，０４８介護保険給付費準備基金介 護
１２３，９５６，１４６生 野 財 産 区 基 金財産区

１０，７７６，３９１，６５７合 計

３地方債の状況 (単位：円)

９月末残高会 計 名
２６，８４６，３８４，００４一 般 会 計

５，０２２，３９３住 宅 資 金 貸 付 事 業特
別
会
計

２１３，１３９，８６７簡 易 水 道 事 業
０宅 地 開 発 事 業

８，０３８，５１２，５２５下 水 道 事 業
４，２３４，２６０，６８１水 道 事 業 会 計
３９，３３７，３１９，４７０合 計

４一時借入金の状況（平成２６年９月３０日現在）

葛一般会計（歳出） (単位：円)

支出割合支出済額予算額款

５６．４％９９，７０６，３０３１７６，８０７，０００議 会 費

２５．５％１，１９２，８８６，５３２４，６７７，４６３，０００総 務 費

４０．２％２，０１５，９７８，９０２５，０２０，４４３，０００民 生 費

３６．６％８７５，１９４，６６５２，３９３，３８０，０００衛 生 費

５１．２％２４，０１９，０００４６，８７６，０００労 働 費

２８．４％２６４，８００，８７５９３２，６４５，０００農林水産業費

６５．８％４５４，５５９，１１９６９０，８９９，０００商 工 費

１１．３％２５３，１６８，６６５２，２４１，４１３，０００土 木 費

５０．２％３４４，３６２，９４１６８５，６２５，０００消 防 費

４３．２％１，２９８，２８０，０５１３，００２，２６２，０００教 育 費

０．０％０１，０００災害復旧費

５０．２％１，５４４，３８７，８１２３，０７８，４１３，０００公 債 費

０．０％０１，０００諸 支 出 金

０．０％０２３，９７２，０００予 備 費

３６．４％８，３６７，３４４，８６５２２，９７０，２００，０００歳 出 合 計

平成２６年度の一時借入金限度額は、一般会計３０億円、
国民健康保険特別会計２億円、水道事業会計１億円と
なっていますが、各会計とも借入実績はありません。

■問い合わせ先

財務課 ☎６７２－６１１７
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「朝来防災の会」が発足しました
９月９日、市内在住の防災士と、「ひょうご防災リーダー講座」を修了した皆さんが発

起人となり「朝来防災の会」を発足しました。

朝来防災の会は、地域の防災力向上と、それぞれが習得した防災知識や技術を広く

市民のために活用したいという思いの皆さんで組織しています。

発足会では、今後、定期的に研修会などを開き、会員の能力向上や情報の共有を図

り、地域住民の安全・安心な暮らしを守るため、さまざまな活動を行っていくことを確認しました。

※朝来防災の会では、現在会員を募集しています。会員の要件は、市内に在住・在勤する防災士、防災リーダー講座受講者、防災に関心のある人です。

【問い合わせ先】 会長 嵯峨山利郎さん（生野新町区）☎６７９－２８７１（携帯：０９０－８９８１－７６７６）
さ が や ま と し ろ う

平成26年度「まちづくりフォーラム」を開催します

市長をはじめ市職員が各地域に出向き、市民と意見交換を行い、ま

ちづくりを進めることを目的に、「まちづくりフォーラム」を行います。

今回は、地域自治協議会の協力で市内１１会場での開催を予定してい

ます。多くの皆さんの参加をお願いします。

◆テーマ 人口減少社会を迎えた今、地域で進める定住促進

◆対 象 朝来市民の皆さん（地元での参加をお願いします）

※詳しい時間や会場については調整中です。決まり次第お知らせします。

朝来市は、１０月１０日から、市の知名度アップ、特産品の

ＰＲを目的に「ふるさと寄附金制度」の内容を一新しました。

「ふるさと寄附金」は、市町村などへ２千円を超える寄附

を行った場合、個人住民税で税額控除を、所得税で所得控

除を受けることができる制度です。朝来市でお受けしました

「ふるさと寄附金」は、各種まちづくりに役立ちます。

ぜひ、市外にお住いのご家族や、友人・知人などの皆さんへ、

朝来市への寄附をおすすめしていただくようお願いします。

◎内容を大幅に見直しました

①「朝来市ふるさと寄附金」をＰＲするためパンフレットを一

新しました。

②お礼の特産品を、これまでの「計５品目」から「６３品目＋

限定プランの計６４品目」（県内最多）に増やしました。

③特産品に加えて、限定プランとして先着１０組限定の竹田

城跡プレミア招待券を設定。（１１月２７日までの特定日）

④商品は朝来産のお米や岩津ねぎ等の農産物、最高級の

但馬牛、鹿丼や鹿肉カレー、生野ハヤシライスなどの地元

加工品、地元のお茶やスイーツ、手作りの黒大豆入り味噌、

手作りのオオサンショウウオグッズ、竹田城跡グッズなどバ

ラエティに富んだ自慢の品々を取りそろえています。

⑤広く周知するため、民間事業者が運営するふるさと納税

ポータルサイト「ふるさとチョイス」の朝来市地域ページもリ

ニューアルしました。

◎寄附金の活用方法

①竹田城跡を活かしたふるさとづくり
い

（竹田城跡や周辺環境の保存整備等）

②地域の魅力あふれるふるさとづくり

（住民自治組織への支援等）

③心豊かな教育立市の実現（学校の特色づくりへの支援）

④生きがいを実感できるふるさとづくり

（市民の健康増進、子育て支援事業）

⑤共に学びふれあうふるさとづくり

（生涯学習、スポーツ文化振興、芸術文化交流等）

◎パンフレットの配布場所

市役所（本庁市民課・秘書広報課、各支所地域振興課）

市内道の駅・観光施設

和田山観光案内所（ＪＲ竹田駅）

朝来市観光情報センター（ＪＲ生野駅）

※ご連絡をいただければお送りすることもできます。

内容を一新しました！市外にお住いの皆さんへぜひおすすめください！！
朝来市ふるさと寄附金制度

新しいパンフレットをぜひご覧ください

■問い合わせ先 秘書広報課☎６７２－６１１３

■問い合わせ先 秘書広報課☎６７２－６１１３

◆開催日程

時間帯日 程自治協名
夜間１２月１９日（金）生 野
夜間平成２７年３月１０日（火）奥銀谷
夜間平成２７年１月２３日（金）糸 井
夜間１１月２５日（火）大 蔵
夜間平成２７年１月３０日（金）和田山
夜間平成２７年２月２０日（金）東 河
夜間平成２７年１月２７日（火）竹 田
夜間１２月２日（火）梁 瀬
午前平成２７年２月７日（土）粟 鹿
午後平成２７年１月１７日（土）与布土
夜間平成２７年３月６日（金）朝 来
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晦

界

海

皆
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灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

朝
来
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊（
あ
さ
こ
い
ひ
と
）は
、

月

日
、Ｊ

１０

２５

Ｒ
竹
田
駅
前
広
場
で「
あ
さ
ご
は
ん
の
会

竹
田

～
腹
が
減
っ
て
は

in

戦
が
で
き
ぬ
～
」を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、協
力
隊
が
朝
来
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

掲
げ
る「
朝
が
来
る
の
が
楽
し
み
な
ま
ち
」を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

８
月
の
竹
田
、９
月
の
生
野
に
続
い
て
、再
び
竹
田
で
の
開
催
と

な
っ
た
今
回
も
、地
元
の
皆
さ
ん
や
城
跡
の
観
光
に
訪
れ
た
観
光
客
な

ど
１
０
０
人
を
こ
え
る
皆
さ
ん
が
参
加
。地
元
で
採
れ
た
食
材
を
使
っ

た
、炊
き
込
み
ご
飯
、里
芋
の
豚
汁
、枝
豆
な
ど
を
味
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、生
野
高
校
の
生
徒
４
人
も
運
営
に
携
わ
り
、お
品
書
き
の
準

備
や
甲
冑
姿
で
の
接
客
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

か
っ
ち
ゅ
う

今
後
は
、

月
に
生
野
町
黒
川
で
、

月
に
朝
来
地
域
で
開
催
の

１１

１２

予
定
で
、そ
の
後
も
市
内
各
地
域
で
随
時
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、「
あ
さ
こ
い
ひ
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」（h

ttp
://a
sa
k
o
ih
ito
.

jim
d
o
.c
o
m
/

）な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

竹
田
で
再
び「
あ
さ
ご
は
ん
の
会
」

朝
来
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

生
野
高
校
の
生
徒
４
人
も

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

今回も多くの皆さん
が訪れました

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
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哀
哀
哀
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哀
哀
哀
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哀
哀
哀
哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

秋秋
祭
秋
祭
りり

月月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
市

月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
市
内内

１０１０各
地
で
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

各
地
で
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。。

（
日
付
は
撮
影
日

（
日
付
は
撮
影
日
））

竹田秋祭り（１０月１２日）

粟鹿神社例大祭「瓶子
へ い じ

渡」
わたし

（１０月１７日）

羽渕獅子舞（１０月１２日）

立
脇
獅
子
舞（

月

日
）

１０

１２

宮神楽（１０月１９日）

生野秋祭り（１０月１２日）

枚田こども相撲（１０月１２日）

和田山秋祭り（１０月１２日）
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朝
来
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・

古
代
あ
さ
ご
館
で
は
、「
考
古
学
」と
い

う
手
法
を
用
い
て
市
内
の
地
中
に
埋

も
れ
た
歴
史
を
調
査
し
、そ
の
成
果
を

展
示
・
紹
介
し
て
い
ま
す
。こ
の「
考
古

学
」は
、自
然
科
学
や
考
古
学
以
外

の
人
文
科
学
な
ど
と
関
わ
り
あ
い
な

が
ら
、実
に
多
様
な
分
野
を
形
成
し

て
い
ま
す
。今
回
は
、そ
の
な
か
の
一
分

野「
実
験
考
古
学
」に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
ょ
う
。

「
実
験
考
古
学
」は
、出
土
し
た
遺

物
や
構
造
物
の
調
査
と
観
察
の
結
果

を
も
と
に
、復
元
的
な
制
作
を
通
じ
て
、

現
代
人
が
昔
の
人
の
技
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
す
。こ
の
実
験
考
古
学
、

実
は
古
代
あ
さ
ご
館
で
も
市
民
参
加

型
の
行
事
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ

が
茶
す
り
山
古
墳
に
立
て
る
埴
輪

（
は
に
わ
）づ
く
り
で
す
。

茶
す
り
山
古
墳
の
埴
輪
を
つ
く
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、次
の
３
つ
。ま
ず

大
ま
か
な
形
を
つ
く
る「
成
形
」で
す
。

こ
こ
で
は
、粘
土
の
帯
を
輪
に
し
て
積

み
あ
げ
る「
輪
積
み
」と
い
う
技
術
を

用
い
ま
す
。茶
す
り
山
古
墳
の
埴
輪
づ

く
り
で
は
、厚
さ
１
・
５
㌢
×
高
さ
５

㌢
×
長
さ
約

㌢
の
粘
土
帯
を
積
み

６５

あ
げ
ま
す
。発
掘
調
査
で
も
、粘
土
の

帯
が
外
れ
た
状
態
で
出
土
す
る
埴
輪

が
多
々
み
ら
れ
ま
す
。次
に
細
部
の

「
調
整
」で
す
。成
形
の
段
階
だ
け
で
は

埴
輪
の
表
面
が
デ
コ
ボ
コ
し
て
い
る
の

で
、古
代
の
人
た
ち
と
同
様
に
、正
目

方
向
に
切
っ
た
板
を
用
い
、表
面
を
均

質
に
な
ら
し
ま
す
。す
る
と
、粘
土
の

表
面
に
は
、年
輪
に
よ
っ
て
細
か
い
す

じ
が
つ
き
ま
す
。そ
の
す
じ
の
付
き
方
で
、

古古代の技術を体験する古代の技術を体験する
～茶すり山古墳に立てる埴輪づくり～茶すり山古墳に立てる埴輪づくり～～

第84回

市
が
整
備
を
進
め
て
い
る
和
田
山
中

学
校
校
舎
改
築
工
事
の
安
全
祈
願
祭

が
、

月
８
日
、同
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

１０同
校
で
は
、施
設
の
老
朽
化
や
生
徒

数
に
応
じ
た
校
舎
利
用
を
図
る
こ
と
か
ら
、

平
成

年
度
に
屋
内
運
動
場
、

２２

２４

年
度
に
東
校
舎
の
建
設
工
事
に
着

手
し
て
き
ま
し
た
。昨
年
度
か
ら
は
、

南
校
舎
の
地
震
補
強
・
大
規
模
改

修
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、建
設
当

時
の
不
良
施
行
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

か
ら
工
事
を
中
止
し
、新
校
舎
を
建

設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
し
い
校
舎
は
、鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
３
階
建
て
で
延
べ
床
面
積
は

約
３
千
１
６
０
平
方
㍍
、来
年
６
月
末

の
完
成
予
定
で
、事
業
費
は
約
７
億
７

千
３
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、外
構
整
備
な
ど
を
含
め
た
事
業

の
完
了
は
、平
成

年
１
月
の
予
定
で
す
。

２８

田
山
中
学
校

進
む
校
舎
改
築
工
事

和和和

くわ入れをする多次市長

市
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

を
目
的
に
、宮
城
県
亘
理
郡

わ

た

り

山
元
町
へ

や
ま
も
と

職
員
の
派
遣
を
行
っ
て
お
り
、９
月

日
、

２６

月
１
日
か
ら
平
成

年
３
月

日

１０

２７

３１

ま
で
の
期
間
、現
地
へ
赴
く
職
員
へ
の
辞

令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

新
た
に
派
遣
す
る
職
員
は
、市
民
文

化
部
税
務
課
の
中
屋
昌
章
副
主
幹
。山

な

か

や

ま

さ

あ

き

元
町
で
は
税
務
納
税
課
に
所
属
し
、震

災
後
の
土
地
・
家
屋
評
価
、被
害
家
屋
へ

の
個
別
補
正
事
務
等
に
あ
た
り
ま
す
。

市
は
、平
成

年
３
月
に
発
生
し
た

２３

東
日
本
大
震
災
で
は
、直
後
か
ら
山
元

町
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

山
元
町
と
隣
接
す
る
角
田
市
と
の
間
で

か

く

だ

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援

協
定
」を
結
ん
だ
ほ
か
、産
業
・
文
化
面

で
の
交
流
も
進
め
て
い
ま
す
。

これからも山元町への支援を続けていきます

元
町
へ
引
き
続
き
職
員
を
派
遣

山山山

埴輪焼成中



平平成２６年１１月平成２６年１１月号号11

埴
輪
を
つ
く
る
と
き「
回
転
台
」の
よ
う

な
も
の
を
利
用
し
た
か
否
か
が
分
か
り

ま
す
。そ
し
て「
焼
成
」。遺
跡
か
ら
出

土
す
る
埴
輪
を
観
察
す
る
と
、表
面

に
黒
い
斑
点（
以
下「
黒
斑
」）が
つ
い

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。実
は
、こ
の

黒
斑
の
有
無
に
よ
っ
て
、埴
輪
を
焼
く

と
き
に
造
り
付
け
の
窯
を
使
っ
た
か
ど

う
か
が
分
か
る
の
で
す
。茶
す
り
山
古

墳
か
ら
出
土
し
た
埴
輪
に
は
黒
斑
が

あ
る
た
め
、「
野
焼
き
」な
い
し「
臨
時

的
な
焼
成
施
設
」に
よ
っ
て
焼
き
あ
げ

ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。古
代

あ
さ
ご
館
で
行
っ
て
い
る
埴
輪
づ
く
り

で
は
、臨
時
的
な
窯
を
つ
く
っ
て
焼
き

あ
げ
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
茶
す

２０

り
山
古
墳
に
立
て
る
埴
輪
づ
く
り
は
、

先
に
あ
る
よ
う
に
、古
代
あ
さ
ご
館
の

恒
例
行
事
で
す
。一
年
に
一
度
、市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
埴
輪
を
製
作

し
、館
外
の
学
習
広
場
で
窯
を
つ
く
り
、

焼
き
あ
げ
た
も
の
を
実
際
に
古
墳
に

立
て
る
の
で
す
。こ
れ
は
、皆
さ
ん
に
古

代
の
技
術
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
の
絶
好
の
機
会
で
す
。こ

の
よ
う
な
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

古
代
人
の
技
術
の
高
さ
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

市
は
、第
２
次
総
合
計
画
で
掲
げ
る

定
住
人
口
増
加
の
た
め
の
通
勤
圏
拡
大

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

月
１
日
か
ら

１０

月

日
ま
で
の
期
間
、通
勤
バ
ス
社

１１

１４

会
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、全
但
バ
ス
株
式
会
社
と
連
携

し
、夜
の
時
間
帯
で
Ｊ
Ｒ
播
但
線
・
姫
路

発
の
電
車
の
う
ち
和
田
山
行
に
接
続
し

な
い
便
か
ら
、新
野
駅（
神
崎
郡
神
河

町
）で
乗
り
継
げ
る
よ
う
に
す
る
も
の
。バ

ス
の
運
行
に
よ
っ
て
、姫
路
駅
で
の
最
終

出
発
時
刻
が
１
時
間
遅
く（
姫
路
発
・

午
後

時

分
）な
る
こ
と
に
よ
る
効
果

１０

１４

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

バ
ス
は
、平
日
の
み
で
新
野
駅
を
午
後

７
時

分
と

時
に
出
発
す
る
２
便
。

５０

１１

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、結
果

は
今
後
の
施
策
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

勤
圏
拡
大
へ
向
け

通
勤
バ
ス
社
会
実
験
を
実
施

通通通

運行されたバス（１０月１日）

口
政
策
を
重
点
的
に
推
進

朝
来
市
創
生
本
部

人人人市
は
、

月

日
、多
次
勝
昭
市
長

た

じ

か

つ

あ

き

１０

１５

を
本
部
長
に

人
の
幹
部
職
員
ら
で
組

１１

織
す
る「
朝
来
市
創
生
本
部
」を
発
足

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、人
口
減
少
・
超
高
齢
化
と
い

う
市
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
取
り

組
み
、市
の
特
性
を
生
か
し
た
自
律
的

な
社
会
を
創
り
出
す
こ
と
が
目
的
。平

成

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

３３

「
第
２
次
朝
来
市
総
合
計
画
」で
の
人

口
政
策
の
重
点
で
あ
る
若
者
定
住
な
ど

の
施
策
に
つ
い
て
、全
市
的
・
効
果
的
な

推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、９
月
に
国
の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
」が
設
置
さ
れ
た
こ
と

に
呼
応
し
、そ
の
な
か
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、い
ち
早
く
市
の
施
策
へ
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

発足後に開かれた記者会見の様子（10月１５日）

焼きあがった埴輪

茶すり山古墳に立てる
埴輪（はにわ）づくり

①窯づくりと火入れ

◎日時…１１月２２日（土）

午前９時～午後４時

②窯からの取り出し

◎日時…１１月２４日（月）

午前１０時～正午

※２３日は窯の温度を自然に

下げるための時間で作業は

ありません

■会場…朝来市埋蔵文化財

センター「古代あさご館」学

習広場 ※小雨決行

■参加費…無料

■持ち物…汚れてもよい服装

・マスク・軍手（厚手のゴム

手袋）・帽子・タオル・飲物

など

■問い合わせ先…朝来市埋

蔵文化財センター「古代あ

さご館」

※市ホームページもご覧ください

☎（６７０）７３３０ 月曜休館



市
連
合
国
際
交
流
協
会
は
、９
月

日
、山
東
公
民
館
で「
あ
さ
ご
日
本

２７語
教
室
・
料
理
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
、同
教
室
で
日
本
語
を
学
ぶ

皆
さ
ん
や
、指
導
支
援
者
ら

人
が
参

２０

加
、中
国
出
身
の
皆
さ
ん
か
ら
手
ほ
ど

き
を
受
け
、本
場
の
水
餃
子
づ
く
り
に

す

い

ぎ

ょ

う

ざ

取
り
組
み
ま
し
た
。

同
教
室
は
、日
本
語
支
援
を
通
じ
て

在
住
外
国
人
の
地
域
参
加
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
平
成

年
６
月
に
開
講
し

２３

た
も
の
。講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、日
本

語
学
習
と
文
化
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

水餃子づくりに取り組む皆さん

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

不不
審
者
に
は
気
を
つ
け
よ
う

山
口
小
学
校
で
訓
練
・
教

不
審
者
に
は
気
を
つ
け
よ
う

山
口
小
学
校
で
訓
練
・
教
室室

月
１
日
、山
口
小
学
校
で
、「
不

１０
審
者
対
応
訓
練
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、近
年
子
ど
も
が
被
害
者
と

な
る
凶
悪
事
件
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、不
審
者
が
校
内
に
侵
入
し
た
場

合
の
職
員
に
よ
る
対
応
に
つ
い
て
確
認

し
、登
下
校
時
の
心
構
え
に
つ
い
て
子
ど

も
た
ち
に
身
に
付
け
て
も
ら
お
う
と
開

い
た
も
の
。
訓
練
は
、「
職
員
室
に
不
審

者
の
侵
入
あ
り
」と
の
想
定
で
開
始
さ

れ
、子
ど
も
た
ち
は
教
室
か
ら
体
育
館

へ
速
や
か
に
避
難
し
ま
し
た
。

ま
た
、朝
来
駐
在
所
の
鷠
森
৳
一
巡

う

ぐ

も

り

し

ん

い

ち

査
部
長
と
妻
の
丸
美
さ
ん
に
よ
る
防
犯

ま

る

み

教
室
が
行
わ
れ
、不
審
者
が
現
れ
た
時

に
は「
大
声
を
出
す
」「
す
ぐ
に
逃
げ

る
」な
ど
子
ど
も
た
ち
に
分
か
り
や
す
く

教
え
ま
し
た
。

紙芝居や寸劇で分かりやすく説明しました

水水
餃
子
づ
く
り
で
交
流
「
あ
さ
ご
日
本
語
教
室

水
餃
子
づ
く
り
で
交
流
「
あ
さ
ご
日
本
語
教
室
」」
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朝
来
市
と
壱
岐
市
の
間
で
は
、江
戸

時
代
に
元
文
一
揆
を
指
揮
し
た
と
し
て

壱
岐
へ
流
さ
れ
た
小
山
弥
兵
衛
と
そ
の

こ

や

ま

や

へ

え

孫
娘
・
心
諒
尼
が
縁
で
交
流
が
続
い
て
い

し

ん

り

ょ

う

に

ま
す
。箱
崎
小
学
校
で
は
、平
成

年
度

１９

か
ら
東
河
小
学
校
を
訪
れ
、ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
な
が
ら
、朝
来
市
に
つ
い
て
の
学
習

を
行
う
な
ど
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、５
年
生

人
と
職
員
３

１０

人
の
あ
わ
せ
て

人
が
来
訪
、７
日
に

１３

は
東
河
小
学
校
で
歓
迎
会
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、滞
在
中
は
、心
諒
尼
ゆ
か
り
の

水
月
院（
野
村
区
）を
訪
れ
た
の
を
は
じ

す

い

げ

つ

い

ん

め
、史
跡
・
生
野
銀
山
や
古
代
あ
さ
ご

館
な
ど
に
も
足
を
運
び
ま
し
た
。

神神
子
畑
選
鉱
場
跡
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン

神
子
畑
選
鉱
場
跡
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
ググ

壱壱
岐
市
の
箱
崎
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
来

壱
岐
市
の
箱
崎
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
来
訪訪

月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
期
間
、

１０
長
崎
県
壱
岐
市
立
箱
崎
小
学
校
の
５

い

き

は

こ

ざ

き

年
生
が
東
河
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

月
４
日
、神
子
畑
選
鉱
場
跡
で

１０

「
～
蘇

よ
み
が

る
鉱
山
の
光
跡
～
神
子
畑
フ
ェ

ヤ

マ

ス
テ
ィ
バ
ル
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、朝
来
・
養
父
両
市
に
残
さ

れ
た
鉱
山
遺
構
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
目
的

で
こ
の
秋
に
開
か
れ
た「
鉱
石
の
道
フ
ェ

ア
」の
ひ
と
つ
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
。近

年
、注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
神
子
畑
選

鉱
場
跡
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、「

年
の
時
を
経
て
、今
蘇

２７

る
不
夜
城
の
輝
き
」を
テ
ー
マ
に
、建
物

な
ど
に
映
像
を
投
影
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
作
品
が
披
露

さ
れ
、抽
選
で
選
ば
れ
た
１
千
人
を
は

じ
め
、集
ま
っ
た
約
１
千
３
０
０
人
の

人
た
ち
は
、映
し
出
さ
れ
る
幻
想
的
な

光
景
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

多くの人たちを魅了しました

東河小学校での歓迎会
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月

日
、川
原
町
区
で「
夢
街
道

１０

１９

復
活
フ
ェ
ス
タ

矢
名
瀬
」が
行
わ
れ

in

ま
し
た
。

こ
れ
は
、か
つ
て
梁
瀬
地
区
が
山
陰

街
道
と
丹
波
街
道
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、

古
い
町
並
み
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
の
に
ぎ
わ
い
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、

山
東
新
生
ま
ち
づ
く
り
の
会
が
主
催
し

た
も
の
。
会
場
に
は
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
試
乗

会
や
、写
真
・
グ
ッ
ズ
な
ど
が
披
露
さ
れ

た
鉄
道
展
を
は
じ
め
、昭
和
時
代
の
自

転
車
や
バ
イ
ク
、電
化
製
品
な
ど
の
展

示
も
あ
り
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

むむ
か
し
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
「
夢
街
道
復
活
フ
ェ
ス
タ

矢
名
瀬

む
か
し
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
「
夢
街
道
復
活
フ
ェ
ス
タ

矢
名
瀬
」」

inin

の
活
性
化
の
た
め
に
有
効
活
用
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

月
８
日
、和
田
山
工
業
団
地
（
筒

１０
江
区
）に
本
社
・
工
場
の
あ
る
工
業
用

ゴ
ム
製
品
の
専
門
メ
ー
カ
ー
、サ
ン
ポ

リ
マ
ー
株
式
会
社
か
ら
、「
ふ
る
さ
と
寄

附
金
」と
し
て
、朝
来
市
へ
１
千
万
円
の

寄
附
を
受
け
ま
し
た
。

月

日
に
は
、多
次
勝
昭
市
長

た

じ

か

つ

あ

き

１０

１６

が
、同
社
を
訪
問
し
山
本
啓
二
社
長
へ
、

や

ま

も

と

け

い

じ

寄
附
の
お
礼
と
し
て
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

サ
ン
ポ
リ
マ
ー
株
式
会
社
は
、昭
和

年
７
月
に
旧
和
田
山
町
の
企
業
誘

６３致
と
し
て
、こ
の
地
に
進
出
し
、以
来
２７

年
に
わ
た
っ
て
操
業
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、い
た
だ
い
た
寄
附
を
地
域

ササ
ン
ポ
リ
マ
ー
株
式
会
社
が
市
へ
１
千
万
円
を
寄

サ
ン
ポ
リ
マ
ー
株
式
会
社
が
市
へ
１
千
万
円
を
寄
附附

多次市長（左）から山本社長（右）へ感謝状を贈りました

芸芸
術
村
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

芸
術
村
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
トト

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
は
、

月
１０

日
、同
館
彫
刻
公
園
で「
芸
術
村
と

１９フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
も
、気
軽
に
作
品
づ
く
り
が
楽

し
め
る
芸
術
村
や
、日
用
品
や
衣
類
・
雑

貨
な
ど
が
並
ぶ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開

か
れ
、多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

朝
来
市
と
の
芸
術
文
化
交
流
が
あ

る
フ
ラ
ン
ス
・
バ
ル
ビ
ゾ
ン
村
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
販
売

や
カ
フ
ェ
、フ
ラ
ン
ス
に
関
わ
る
ク
イ
ズ
に

挑
戦
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、

来
場
し
た
皆
さ
ん
の
人
気
を
集
め
て
い

ま
し
た
。

行
わ
れ
受
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、全
国
各
地
か
ら
平
面
・
立

体
部
門
で
あ
わ
せ
て
１
１
８
点
の
応

募
が
あ
り
、三
島
樹
一
さ
ん（
千
葉
県

み

し

ま

き

い

ち

柏
市
）の「
生
物
礼
讃
」が
大
賞
を
受

せ

い

ぶ

つ

ら

い

さ

ん

賞
す
る
な
ど

点
が
入
賞
。朝
来
市

２２

か
ら
は
、藤
本
イ
サ
ム
さ
ん（
筒
江

ふ

じ

も

と

区
）の「
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｅ－

あ
っ
！－
」、

但
馬
豊
川
さ
ん（
土
田
区
）の「
追
憶
」

た

じ

ま

ほ

う

せ

ん

つ

い

お

く

の
２
点
が
入
選
と
な
り
ま
し
た
。

同
展
は
、こ
れ
か
ら
美
術
界
で
さ

ら
に
活
躍
す
る
、新
進
の
芸
術
家
の

支
援
を
目
的
と
す
る
公
募
展
で
、入

賞
作
品
を
展
示
す
る
優
秀
作
品
展
は
、

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
で

月
９

１１

日
ま
で
の
開
催
で
す
。

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
が
主
催

す
る
公
募
展「
第
３
回

あ
さ
ご
ア
ー

ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」の
審
査
が

ああ
さ
ご
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

あ
さ
ご
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ンン

楽しくフランスの文化を紹介

大賞受賞作品「生物礼讃」

平成２６年１１月平成２６年１１月号号13

多くの人たちが訪れました
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月
１
日
付
け
で
、民

１０
生
・
児
童
協
力
委
員
が
交

代
し
ま
し
た
。

▽
久
世
田
区
・
城
南
台
区

新

藤
原
久
人
さ
ん

旧

安
保
孝
一
さ
ん

▽
任
期

平
成

年

月

２８

１１

日
ま
で

３０▽
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
３

市
文
化
協
会
は「
朝
来

市
い
け
ば
な
展
」を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時

月

日

、

１１

２２

（土）

日

、午
前
９
時
～
午

２３

（日）

後
５
時（

日
は
午
後
４

２３

時
ま
で
）

▽
会
場

あ
さ
ご
・
さ
さ
ゆ

り
ホ
ー
ル

▽
内
容

文
化
協
会
加
入

の
華
道
団
体
に
よ
る
展
示

▽
問
い
合
わ
せ
先

和
田
山
公
民
館

☎（
６
７
２
）０
１
８
８

２
０
１
０
年
の

時
間

２４

テ
レ
ビ
大
コ
ン
サ
ー
ト
で
ソ
リ

ス
ト
を
務
め
た
、盲
目
の
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
澤
田
理
恵
さ
ん
の

さ

わ

だ

り

え

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

月

日

、

１１

２９

（土）

午
後
１
時

分
開
演

３０

▽
会
場

和
田
山
ジ
ュ
ピ

タ
ー
ホ
ー
ル

▽
曲
目

花
は
咲
く
、荒

城
の
月
、映
画
マ
イ
フ
ェ
ア
レ

デ
ィ
ー
か
ら「
踊
り
明
か
そ

う
」、映
画
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
か
ら「
私
は
夢
に
生

き
た
い
」ほ
か（
変
更
あ
り
）

▽
入
場
料

５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
協
議
会

け
ん
け
ん
の
会

☎（
６
７
０
）２
０
５
８

但
馬
文
教
府
は
、「
但
馬

文
教
府
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

月

日

、

１１

１６

（日）

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

▽
会
場

ビ
バ
ホ
ー
ル（
養

父
市
広
谷
）

▽
内
容

◎
但
馬
で
芸
術
・
芸
能
活

動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る

伝
統
芸
能
団
体
・
合
唱
団

な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

◎
中
澤
宗
幸
さ
ん（
弦
楽

な

か

ざ

わ
む

ね

ゆ

き

器
製
作
家
・
朝
来
市
出
身
）

中
澤
き
み
子
さ
ん（
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
）に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
と
演
奏

▽
入
場
料

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
文
教
府

☎
０
７
９
６（

）４
４
０
７

２２

但
馬
各
地
の
合
唱
団
体

が
一
堂
に
会
し
、日
ご
ろ
の
練

習
成
果
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時

月

日

、

１１

２３

（日）

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

▽
会
場

香
住
区
中
央
公

民
館
文
化
ホ
ー
ル（
香
美

町
香
住
区
香
住
）

▽
参
加
団
体

但
馬
地
域

の
小
学
校
、中
学
校
、
高
等

学
校
、一
般
合
唱
団
体

▽
入
場
料

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
文
教
府

☎
０
７
９
６（

）４
４
０
７

２２

但
馬
長
寿
の
郷
は
、「
楽

遊
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

月

日

、午

１１

２３

（日）

前

時
～
午
後
２
時

分

１０

３０

▽
会
場

但
馬
長
寿
の
郷

（
養
父
市
八
鹿
町
国
木
）

▽
内
容

和
太
鼓
・
ま
つ
り

ば
や
し
・
大
正
琴
な
ど
の
芸

能
披
露
、
陶
芸
作
品
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、農
産
物
販

売
、歌
謡
シ
ョ
ー
ほ
か

▽
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
長
寿
の
郷

☎
（
６
６
２
）８
４
５
６

「
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
の
被

害
防
止
に
向
け
て
」を
テ
ー

マ
に
、フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

《国民健康保険被保険者証の更新につい《国民健康保険被保険者証の更新についてて》》
現在お使いの国民健康保険被保険者証（保険証）は、今年の１１

月３０日で有効期限が切れるため、新しい保険証を１１月下旬に

「特定記録郵便」（配達日時の記録を残し、郵便受けに投かん）で

お届けします。１２月１日からは新しい保険証で受診してください。

保険証は１人１枚交付し、加入者（被保険者）全員分の保険

証を世帯主宛てにお送りします。このとき、世帯主の加入保険が国

民健康保険・社会保険に関わらず、すべて世帯主宛てにお送りし

ますのでご了承ください。

また、保険証がお手元に届きましたら、記載されている「氏名」

「生年月日」「住所」等に間違いがないか確認してください。

なお、国民健康保険税に未納がある場合には、有効期限が短い

「短期被保険者証」や医療機関でいったん全額負担が必要な「資

格証明書」が発行となる場合があります。納め忘れになっていない

か今一度ご確認いただき、早めの納付をお願いします。

【保険証は正しく使いましょう】

①いつでも使えるよう、必ず手元に保管しましょう。コピーは使えません。

②顔見知りの医療機関でも、月に一度必ず保険証を提示しましょう。

③有効期限が過ぎた保険証は使えません。

④資格がなくなったらすぐ窓口へ返却しましょう。

⑤紛失したとき、破れて使えなくなったときは、窓口に届け出てください。

⑥他人との貸し借りは厳禁です。

朝
来
市
い
け
ば
な
展

第

回
ふ
る
さ
と
の
心
を
う
た
う

３６
但
馬
合
唱
祭

民
生
・
児
童
協
力
委
員
の
交
代

但
馬
文
教
府
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
会
い
・
感
動
・
交
流
の
つ
ど
い

但
馬
長
寿
の
郷「
楽
遊
祭
」

山
の
動
物
と
森
の
あ
り
方
を
考
え
る
Ⅵ

■問い合わせ先
市民課☎６７２－６１２０ 生野支所地域振興課☎６７９－２２４０
山東支所地域振興課 ☎６７６－２０８０朝来支所地域振興課☎６７７－１１６５

１１月は児童虐待防止推進月間です
虐待を受けたと思われる子どもを見つけたとき、ご自身が出産・子育て
に悩んだときは、迷わずにご相談ください。
【電話相談窓口】
朝来市児童相談専用ダイヤル ☎０１２０（２１）０２９４
児童虐待防止２４時間ホットライン ☎０７９６（２２）９１１９（２４時間対応）

澤
田
理
恵
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

第第100第100回回 国国 のの保保 ひひ ろろ ばば
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▽
日
時

月

日

、

１１

１６

（日）

午
後
１
時

分
～
５
時

３０

▽
会
場

じ
ば
さ
ん
但
馬

（
豊
岡
市
大
磯
町
）

▽
内
容

講
演
、報
告
、パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご
エ
コ

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
大
西
）

☎
０
７
９
６（

）１
１
３
０

９６

豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
は
、「
但
馬
地
域
児
童

虐
待
防
止
啓
発
研
修
会
」

「
里
親
制
度
説
明
会
」を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時

月

日

、

１１

２５

（火）

午
後
１
時
～
４
時

▽
会
場

但
馬
長
寿
の
郷

（
養
父
市
八
鹿
町
国
木
）

▽
内
容

◎
講
演「
里
親
制
度
推
進

に
向
け
て
～
里
親
と
し
て
の

体
験
か
ら
～
」講
師
・
兵
庫

県
里
親
会
連
合
会

阪
本

さ

か

も

と

芳
道
会
長

よ

し

み

ち

◎
基
調
講
演「
児
童
虐
待

ネ
グ
レ
ク
ト
事
案
を
取
材
し

て
～
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受
け
止
め
る

地
域
へ
～
」講
師
・
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
ラ
イ
タ
ー
杉
山
春
さ
ん

す

ぎ

や

ま

は

る

◎
里
親
制
度
の
個
別
相
談

会
・
里
親
会
の
活
動
展
示

※
申
込
不
要
・
直
接
会
場
へ

▽
問
い
合
わ
せ
先

豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
６（

）４
３
１
４

２２

県
立
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
は
、セ
ン
タ
ー
の
相

談
員
に
よ
る
相
談
会
と
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

月

日

、

１１

２６

（水）

午
前

時
～
正
午（
相
談

１０

会
）、午
後
１
時

分
～
４

３０

時（
セ
ミ
ナ
ー
）

▽
会
場

市
役
所
本
庁
西

館
２
階

▽
対
象

聞
こ
え
な
い
・
聞

こ
え
に
く
い
人
、聞
こ
え
な
い

人
に
関
わ
る
関
係
者
ほ
か

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
立
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８（
８
０
５
）４
１
７
５

０
７
８（
８
０
５
）４
１
９
２

FAX但
馬
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
は
、仕
事
や
家
事
な
ど

で
平
日
の
相
談
が
難
し
い
皆

さ
ん
を
対
象
に
、休
日
無
料

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時

月

日

、

１２

１４

（日）

午
前

時
～
午
後
１
時

１０

▽
会
場

但
馬
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
相
談
室（
豊
岡
市

幸
町
・
県
豊
岡
総
合
庁
舎
）

▽
電
話
相
談
番
号

☎
０
７
９
６（

）０
９
９
９

２３

▽
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
６（

）１
４
９
０

２３

公
立
豊
岡
病
院
組
合
は
、

保
有
財
産
売
却
に
か
か
る

入
札
を
実
施
し
ま
す
。

▽
売
却
物
件
一
覧

※
詳
し
い
案
内
書
は
豊
岡

病
院
組
合
総
務
部
出
納
室

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
期
間

月

日

１１

２８

ま
で

（金）▽
入
札
日

月
５
日

１２

（金）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
立
豊
岡
病
院
組
合
出
納
室

☎
０
７
９
６（

）６
１
１
１

２２

h
ttp
://w
w
w
.to
y
o
o
k
a

h
p
-k
u
m
ia
i.o
r.jp

司
法
書
士
に
よ
る
巡
回

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し

ま
す
。予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時

月

日

、

１１

２２

（土）

午
後
１
時
～
５
時（
受
付

は
４
時

分
ま
で
）

３０

▽
会
場

①
香
住
文
化
会

館

②
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

③
八
鹿
公
民
館

※
３
会

場
で
同
日
開
催

▽
内
容

登
記
、多
重
債

務
、消
費
者
問
題
、成
年
後

見
な
ど

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
青
年
司
法
書
士
会（
赤
松
）

☎
０
７
９（
２
２
３
）０
０
３
９

兵
庫
県
警
は
、結
婚
・
出

産
・
育
児
・
介
護
等
を
理
由

に
や
む
を
得
ず
退
職
し
た

人
を
対
象
に
、
警
察
官
再

採
用
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
受
験
資
格

平
成

年
２７

４
月
１
日
現
在
で

歳
以

５９

下
で
、都
道
府
県
を
問
わ
ず

警
察
官
と
し
て
４
年
以
上

勤
務
し
、育
児
等
や
む
を
得

な
い
理
由
に
よ
っ
て
退
職
し
、

離
職
期
間
が

年
以
下
の

１５

人
。（
男
女
不
問
）

▽
採
用
人
数

人
程
度

１０

▽
受
付
期
間

月

日

１１

１３

～

月
２
日

（木）

１２

（火）

▽
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
警
察
官
採
用
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
１
４
５
）３
１
４

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（１１月のテーマ）【月曜】ドライアイの話

税国民健康保険税 ５期

納期 １２月１日（月）まで

１１月の税１１月の税

但
馬
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

休
日
無
料
相
談
会

但
馬
地
域
児
童
虐
待
防
止
啓
発

研
修
会
・
里
親
制
度
説
明
会

備考
最低
売却
価格

面積
（㎡）

所在地

空地
８２０
万円

３２９.２１
豊岡市
千代田町２-８

建物付
３５０
万円

９５.５７
豊岡市
大磯町２３６-７他

建物付
４,５５０
万円

１,８０３.８７
豊岡市
三坂町１７-１１

１１月は年金月間１１月
いい

３０日は「年金の日」です
みらい

厚生労働省は、「国民一人ひとりに高齢期の生活設計に思いをめぐらしていただく日」として、１１

月３０日を「年金の日」としています。この機会に、「ねんきん定期便」や「ねんきんネット」などでご自

身の年金記録と年金受給見込額を確認していただき、未来の生活設計について考えてみませんか。

「ねんきんネット」については、日本年金機構のホームページをご覧いただくか、豊岡年金事務所

お客様相談室（☎０７９６ー２２ー０９４８）までどうぞ。 （市民課 ☎６７２ー６１２０）

聴
覚
障
害
者
移
動
相
談

「
聴
覚
障
害
」の
理
解
セ
ミ
ナ
ー

公
立
豊
岡
病
院
組
合

保
有
財
産
売
却

募

集

募

集

平
成

年
度

２６

退
職
警
察
官
の
再
採
用
募
集

司
法
書
士
巡
回
無
料
相
談
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

市
は
、平
成

年
度
に

２６

行
う
障
害
福
祉
計
画
策
定

に
あ
た
り
、障
害
福
祉
の
推

進
の
た
め
、広
く
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
提
案
を
反

映
さ
せ
る「
朝
来
市
障
害
福

祉
計
画
策
定
委
員
」を
募

集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員

２
人
以
内

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
）

▽
資
格

市
内
在
住
で
障

害
福
祉
に
関
心
が
あ
る
人

な
ど

▽
任
期

委
嘱
の
日
か
ら

平
成

年
３
月
ま
で

２７

▽
委
員
の
仕
事

市
が
策

定
を
予
定
し
て
い
る
朝
来

市
障
害
者
福
祉
計
画
へ
の

意
見
・
提
案

※
期
間
中
３
回
程
度
会
議

に
出
席
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す▽
委
員
謝
礼

会
議
等
の

出
席
１
回
に
つ
き
４
千
円

▽
応
募
方
法

社
会
福
祉

課（
市
役
所
西
館
２
階
）、

各
支
所
地
域
振
興
課
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、

月

日

ま
で

１１

１４

（金）

に▽
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
３

よ
ふ
ど
温
泉
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
と
山
東
支
所
で
は
、

定
住
促
進
や
少
子
化
対
策

な
ど
人
口
施
策
と
し
て
の
婚

活
支
援
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
期
日

月

日

１１

２３

（日）

▽
会
場

よ
ふ
ど
温
泉
ほ

か▽
対
象

～

歳
の
独
身
の
男
女

２５

４５

◎
男
性
：
市
内
在
住
ま
た

は
在
勤
の
人

◎
女
性
：
住
所
・
勤
務
地

は
問
い
ま
せ
ん

▽
参
加
費

４
千
円

▽
申
込
期
限

月

日

１１

１１

（火）▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

山
東
支
所
地
域
振
興
課

☎（
６
７
６
）２
０
８
０

兵
庫
県
立
大
学
は
、県

立
コ
ウ
ノ
ト
リ
公
園
内
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
、地
域

資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

平
成

年
度
入
学
者
を
募

２７

集
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象

大
学
卒
業（
見

込
み
を
含
む
）ま
た
は
同
等

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
社
会
人
経
験
者
・
留
学

生
な
ど

※
募
集
要
件
が
あ
り
ま
す

▽
募
集
定
員

７
人

▽
募
集
期
間

月

日

１１

２６

～

月

日

（水）

１２

１４

（日）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
立
大
学
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ

キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
部
学
務
課

☎
０
７
９
６（

）６
０
７
９

３４

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
な
か

で
、親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
る「
親
子
で
自
然
学
校
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
期
日

月

日

～

１２

２０

（土）

日
２１

（日）

▽
会
場

南
但
馬
自
然
学

校（
山
東
町
迫
間
）

▽
対
象

県
内
の
小
学
生

と
保
護
者（
子
ど
も
の
み
の

参
加
は
不
可
）

▽
内
容

地
域
防
災
・
減

災
講
座
、竹
食
器
づ
く
り
、

暗
闇
体
験
ほ
か

▽
参
加
費

２
千
６
０
０

円（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

▽
申
込
期
限

月

日

１２

１０

（水）▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
南
但
馬
自
然
学
校

☎（
６
７
６
）４
７
３
１

募

集

募

集

親
子
で
自
然
学
校

第
４
期
障
害
福
祉
計
画
策
定

公
募
委
員
の
募
集

第
８
回「
ホ
ッ
ト
な
い
で
湯
で

お
結
び
パ
ー
テ
ィ
ー
」

県
立
大
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
科

平
成

年
度
入
学
者
募
集

２７

１１月は「労働保険適用促進強化月間」です
社員・従業員・アルバイトなど、労働者を１人でも雇い入れた事業主は、労働保険（労災・雇用

保険）の加入と保険料の申告・納付が義務付けられています。加入手続きを行っていない事業

主の皆さんは、今すぐ労働基準監督署・ハローワークへご相談ください。

◆但馬労働基準監督署 ☎０７９６（２２）５１４５

◆豊岡公共職業安定所和田山分室（ハローワーク和田山）☎（６７２）２１１６
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各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 １１月１３日（木） 午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 １１月１２日（水） 午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館２階相談室
問・予 人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 １２月１５日（月） 午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市民課 ☎６７２－６１２０

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 １２月６日（土） 午後１時～４時
場 山東公民館小会議室
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎６７６－３３６８

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは若者未就業者の就労自立に向け
た相談に応じます
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，２５０円）
時 １１月２７日（木） 午後１時～３時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 １２月１日（月） 午後１時～４時
場 朝来老人福祉保健センター
問 社会福祉課 ☎６７２－６１２３

【火曜】１１月８日は「いい歯デ―」歯の健康を守りましょう【水曜】痔の予防【木曜】高齢男性の排尿障害ー前立腺肥大症ー【金土日】暖房器具による低温やけど
じ

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設へお問い合わせください

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

オーケストラで聴く、ジブリ音楽《全席指定》

公演日：１１月８日（土）／開演：午後３時００分

料金：大人２，５００円高校生以下１,５００円 前売券好評発売中

第２３回ジュピターホール歌謡祭予選会《全席自由》

公演日：１２月７日（日）／開演：正午／入場無料

ミュージカル「クリスマス・キャロル」《全席指定》

公演日：１２月２６日（金）／開演：午後６時３０分

料金：大人５，０００円高校生以下２,５００円前売券好評発売中

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

但馬の風景画とトールペイントの２人展会期：１１月６日（木）～２４日（月）

いとこ６人展（写真・絵画）会期：１１月２８日（金）～１２月１４日（日）

ヒメハナ公園ウツギの館

■問い合わせ先 和田山地域振興課 ☎６７２－６１３７

「森はなとふるさと～但馬あさご～」
朝来市和田山町出身の児童文学作家、森はなさんの展覧会です。

作品の原稿や原画、森はなさんの写真パネルなどを展示し、書斎も

再現しています。また、書籍を自由にお読みいただけるようにいたし

ますので、ご家族やお友達と一緒に是非お越しください。

【会 期】１２月７日（日）まで

【会 場】 あさご芸術の森美術館

※美術館観覧料が必要（小・中学生はココロンカードで無料）

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

あさごアートコンペティション優秀作品展 会期：１１月９日（日）まで

森はなとふるさと 会期：１２月７日（日）まで

第１０回全国こども絵画選抜展２０１４優秀作品展

会期：１１月１５日（土）～１２月７日（日）

入館料大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円
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暮らしのお知らせ

朝
来
市
役
所

新
庁
舎
建
設
工
事
に
着
工
し
ま
し
た

■
問
い
合
わ
せ
先

財
務
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
８

（
見
本
）
日
本
郵
便
株
式
会
社
提
供

※
実
物
は
カ
ラ
ー
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す

平
成

年
用
年
賀
は
が
き

27

絵
入
り［
寄
附
金
付
］兵
庫
県
版

デ
ザ
イ
ン
に
竹
田
城
跡

郵便局の年賀はがき（絵入り［寄附金付］兵庫

県版）のデザインに竹田城跡が採用されました。

市を代表する竹田城跡のアピールに、ぜひご

利用ください。

■意匠：和紙ちぎり絵 天空の城竹田城跡

■原画作者：田中
た な か

悠子さん
ゆ う こ

朝霧の雲海に包まれる竹田城跡を、和紙ちぎ

り絵でデザインしました。

■販売価格：５７円（郵便料金５２円・寄附金５円）

■販売地域：兵庫県内の郵便局などで販売中

（日本郵便株式会社通販サイト「切手ＳＨＯＰ」

でもお求めいただけます）

※詳しくはお近くの郵便局まで

広
報
朝
来

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

１０

「
朝
来
市
役
所
新
庁
舎
建
設
工
事
」が
い
よ

い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、

月
７
日
か
ら
敷
地
内
で
最
も

１１

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
前
庁
舎
の
取
り
壊
し

を
行
い
ま
す
。そ
れ
に
伴
っ
て
、駐
車
場
の
位

置
を
図
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

今
後
、
工
事
の
進
展
と
と
も
に
、敷
地
内

の
駐
車
場
の
位
置
を
変
更
し
て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

登記相談は予約制に
神戸地方法務局は、１１月４日（火）から、待ち時間なくご利用いただけ

るよう、不動産、商業・法人登記に関する相談を予約制としています。

相談を希望する場合は、事前に電話などで相談日時を予約してください。

また、相談時間は２０分以内とさせていただきます。詳しくは、神戸地方法

務局ホームページをご覧ください。（http://houmukyoku.moj.go.jp/kobe/）

◆予約・問い合わせ先 神戸地方法務局八鹿出張所 ☎（６６２）２７６７
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１１月１日から「国道３１２号広域沿道土地利用計画」を施行します
兵庫県は、国道３１２号の沿道について、自然や田園が広がる区間でも無秩序な

建物立地を抑制し、必要な施設を集落へ誘導するなど、適正な土地利用を図るた

め、朝来市や地域の皆さんとともに「国道３１２号広域沿道土地利用計画」を策定し、

１１月１日から運用を開始しています。

対象地域は、朝来地域の多々良木区、立野区、山口区、羽渕区、元津区、上岩津

区の６地区間で、施行範囲は、国道３１２号の道路の両端から１００㍍の範囲です。

施行日以降に対象地域内で建築物の新築等を行う場合は、この計画にのっとっ

たものとする必要があります。区域や対象建物等の詳細につきましては、兵庫県ホー

ムページでご確認ください。

◎立松和平特別展 会期：１１月９日（日）まで（１１／４休館）会場：生野書院（入場無料）直筆原稿や愛用品などを展示（問・生野書院☎６７９－４３３６）
た て ま つ わ へ い

■兵庫県ホームページ http://web.pref.hyogo.lg.jp/
「国道３１２号広域沿道土地利用計画」で検索

■問い合わせ先 兵庫県都市政策課景観形成室 ☎０７８－３６２－３６４２
兵庫県豊岡土木事務所まちづくり建築第一課 ☎０７９６－２６－３７５５
朝来市都市開発課 ☎６７２－６１２７

今年も狩猟のシーズンです

●入山者の皆さんは、黄色など明るい色の目立つ服装を

心がけてください。迷彩服は厳禁です。

●狩猟者の皆さんは、

ルールを守り狩猟事故ゼロをめざしましょう！！

今シーズンも１１月１５日から翌年２月１５日までの期間、

狩猟が解禁されます。（※ニホンジカとイノシシは、兵庫県全

域で３月１５日まで猟期が延長されています。）

◆入山者（ハイカー）の皆さんへ

①山の中へ入るときは、黄色など明るい色の目立つ服装を

心がけてください。白色タオルはシカと間違えられやすい

ので、使用を控えてください。

②土曜日・日曜日・祝日は、狩猟者が集中しますので、特に

注意してください。

③「わな」は非常に危険ですので、設置の看板（標識）があ

る場所へは近づかないでください。

④ニホンジカとイノシシについては、県内全域で３月１５日ま

で猟期が延長されていますので、入山の際は十分注意し

てください。

１１月１５日から 翌年２月１５日まで
※ただしニホンジカとイノシシは、兵庫県全域で３月１５日まで

■問い合わせ先
県農政環境部環境創造局自然環境課
☎０７８－３４１－７７１１（県庁代表）
農林振興課 ☎６７２－２７７４

■問い合わせ先 和田山町観光協会（情報館「天空の城」）☎６７４－２１２０

２０１５年竹田城跡カレンダー好評発売中！
市を代表する名所「竹田城跡」のカレンダーを今年も制作しました。和田山写真ク

ラブのみなさんの協力を得て、四季折々の竹田城跡の姿を紹介しています。お早めに

お買い求めください。

●価格 ８００円 ●サイズ Ａ２判７枚つづり

●販売場所 情報館「天空の城」、観光交流課（市役所南庁舎）、市役所各庁舎窓口、

市内道の駅など

知っておきたい検察審査会
－検察審査員に選ばれたらご協力を！－
交通事故、詐欺などの被害にあったのに検察官がそ

の事件を裁判にかけてくれない。どうも納得できない。

このような人のために、検察官のした処分が正しかっ

たかどうかを審査する機関として「検察審査会」があり

ます。

検察審査会では１１人の審査員がこの審査をします。審

査員は、選挙権を持っている皆さんの中からくじで選ば

れることになっています。審査員に選ばれたときには、住

民の代表としてこの仕事にご協力をお願いします。

詳しいことは、検察審査会事務局までお問い合わせく

ださい。

■問い合わせ先 豊岡検察審査会事務局
☎０７９６－２２－２３０４（神戸地方裁判所豊岡支部内）
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乳幼児等対象の健診についてはいずれも該当児には個別通知します。

場 所内 容
曜
日日月

和田山保健センター
朝来体育館・山東老人福祉センター

献血
子宮頸がん検診

水１９

月
１１

和田山保健センター８か月児健診木２０
山東老人福祉センター
和田山公民館

ぱくぱく離乳食教室
血液サラサラ教室

火２５

和田山公民館減る脂ぃ教室水２６
和田山保健センター３か月児健診木２７
和田山保健センター１歳６か月児健診木４

月
１２

和田山保健センター３歳児健診金５
山東老人福祉センター
和田山保健センター

こころのケア相談（予約制）
高血圧予防教室

月８

和田山保健センター脳元気度チェック（予約制）水１０
和田山保健センター８か月児健診木１１

健健健康康カレカレンンダーダー
１１１／１６～１２／１１１／１６～１２／１５５

◎日時 １２月６日（土）、午後２時～５時

※受付は午後１時１５分～

◎会場 豊岡市民会館大会議室（豊岡市立野町）

◎内容

① 講演会（午後２時～３時３０分）

「ウイルス性肝臓病の最新治療について」

講師：濱野建一医師（浜野医院院長）
は ま の け ん い ち

② 救済制度の無料相談会（午後３時４５分～５時）

弁護士による制度の説明と相談会

◎その他 参加費無料・事前予約不要

【問い合わせ先】全国Ｂ型肝炎訴訟大阪原告団弁護団

☎０６－６８５７－３９００（豊中法律事務所）

肝臓専門医による医療講演会と
ウイルス性肝炎救済制度の無料相談会

地域包括支援センターの

向こう三軒両隣と医療・福祉の専門職のつながりづくり
窓

「近所のＫさんが、夜に一人で出て行って帰れなくなった

のです」「寝たきりのご主人を介護している奥さんが、やせ

細ってきて心配…」

高齢化率３１％、４軒に１軒は高齢者のみの世帯となっ

た今、高齢者の介護や暮らしは、本人や家族だけではなく、

朝来市全体の課題です。市内にある２か所の地域包括支

援センター（本庁・生野）と、４か所の高齢者相談センターに

は、年間７千件以上の相談が持ち込まれます。

その相談内容は、近所の皆さんが地域ぐるみで心配して

いるケース、本人がなかなか助けを求められず暮らしにくさ

が大きくなっているケースなどさまざまです。

いずれにしても、介護保険制度や医療保険制度だけで、

本人の暮らしを支えきれるものではありません。

そこで、地域包括支援センターでは、地域の皆さんや専門

職スタッフからの要請に応じ、“暮らしにくさを抱える高齢者”

を、近隣者と専門職が連絡をとりあい、協力しながら支えて

いけるよう、話し合いの場を設けています。

話し合いは、専門スタッフや、家族、近所の皆さんが、公民

館や本人の自宅などに集ま

り、その暮らしにくさを共有し、

頭を寄せ合い“今後の工

夫”についてアイデアを出し

合います。平成２５年度には、

４７ケースの“困りごと”を話

し合いました。

この話し合いを地域包括支援センターでは「向こう三軒

両隣会議」と呼んでいます。

生活の困難さは、一足飛びに解決できるわけではありま

せん。しかし、本人・家族・近隣に住む皆さんと、ケアマネ

ジャーや医療・介護の専門職等が、“頭を寄せ合い一緒に

考える”ことで新たな解決方法が見いだせることも多くあり

ます。この『向こう三軒両隣会議』を通じて、一人ひとりの暮

らしにくさを支えることと、その経験を元に、地域全体を支え

る資源開発や政策形成にもつなげていく予定です。

向こう三軒両隣会議についてのお問い合わせは、地域包

括支援センターまでご連絡ください。

市は、１０月２３日、山東老人福祉センターで「高齢者歯の

コンクール」を開催しました。これは、８０歳で２０本自分の歯

を持つことで、健康づくりを進めようとする８０２０運動の推進
はちまるにまる

を目的として行っているものです。

市内にお住まいの６５歳以上で、自分の歯が２０本以上あ

り、虫歯があっても処置している人が対象。審査は４人の歯

科医師があたり、最優秀にあたる今年の市長賞は、西澤
に し ざ わ

壽
す

美
み

恵さん（迫間区）が受賞しました。
え

審査員代表の田中
た な か

匠歯科医師からは、「但馬の最高齢で
たくみ

あった人は１日４回歯磨きをしていた。」との事例を紹介し、

高齢者歯のコンクールを開催

健康寿命を延ばすために、口腔衛生が重要であることを参

加した皆さんへ呼びかけていました。

【市長賞の西澤さん、普段から心がけていること】

食後、朝昼は、簡単に磨き、夜は丁寧に手入れをしています。

年に２回ほどは、歯科医院で、歯石をとってもらっています。

小魚は、骨ごとから揚げにしてよく食べています。

■問い合わせ先 朝来市地域包括支援センター☎６７２－６１２５生野地域包括支援センター ☎６７０－５２０２
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■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

ＳＩＤＳ（SuddenInfantDeathSyndrome）

＝乳幼児突然死症候群とは

それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではな

く眠っている間に突然死亡してしまう病気ですが、原

因はまだわかっていません。

生後２か月から６か月に多く、まれに１歳以上でも

発症することがあります。日ごろから、赤ちゃんを守る

生活に心がけましょう。

ＳＩＤＳから赤ちゃんを守るための３つのポイント

次の３つのポイントを守ることで、発症の可能性を

小さくできることがこれまでの研究で明らかになって

います。

①うつぶせ寝は避ける

うつぶせ寝は、あおむけ寝の場合

に比べてＳＩＤＳの発症率が高いと

いうことがわかっています。医学上

の理由で必要なとき以外は、赤ちゃ

んの顔が見える『あおむけ』に寝かせ

るようにしましょう。

また、赤ちゃんをなるべく一人にしないことや、寝か

せ方に配慮することは、窒息や誤飲、けがなどの事故を

未然に防ぐことになります。

②たばこはやめる

たばこは、ＳＩＤＳ発生の大きな危険

因子です。両親が喫煙する場合、両親が

喫煙しない場合の約４.７倍もＳＩＤＳの

発症率が高いという報告があります。

妊婦自身の喫煙はもちろん、妊婦や赤

ちゃんのそばでの喫煙もよくありません。これには身

近な人の理解と協力が必要です。

③できるだけ母乳で育てる

母乳で育てられている赤ちゃんは、人

工乳（粉ミルク）の赤ちゃんと比べてＳ

ＩＤＳの発症率が低いといわれていま

す。人工乳がＳＩＤＳを引き起こすわけ

ではありませんが、できるだけ母乳で育

てるようにしましょう。

【問い合わせ先】地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

市は、子宮頸がん検診を実施しま

す。今年度最後の検診ですので、対象

となる皆さんはぜひ受診してください。

◎実 施 日 １１月１９日（水）

◎受付時間・会場 ５０ポイント！

午前１０時～１１時・朝来体育館

午後１時３０分～２時３０分・山東老人福祉センター

◎対 象（いずれも今年度未受診の人）

①和暦で偶数年生まれの２０歳以上の女性（２年に１回）

②子宮頸がん検診無料クーポン券をお持ちの人

◎受診費用 １,５００円

（子宮頸がん検診無料クーポン券をお持ちの人は無料）

◎検診内容 子宮頸部の細胞診

※事前に地域医療・健康課まで申込みください。受診票を

お送りします。

【申込み・問い合わせ先】地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

市は、健康あさご２１－健康増進計画・食育推進計画－

に基づいて、食を通じた健康づくりを進めています。

食に関する知識を深め、楽しみながら健康的な食生活

や、健康づくりが実践できるように心がけましょう。

◎ごはんなどの穀類をしっかりと。

☆穀類を毎食とって、糖質からのエネルギー摂取を適正に

保ちましょう。

☆日本の気候・風土に適している米などの穀類を利用しま

しょう。

（平成１２年３月／文部省・厚生省・農林水産省策定食生活指針から）

～毎月１９日は食育の日～

市では、ホームページに食と栄養に関する情報を随時掲

載していきます。ぜひご覧ください。

【問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９

多くの皆さんのご協力をお願いします。

【問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９

平平成２６年１１月平成２６年１１月号号21

【１１月の献血予定】

受付時間会 場日 程

午前９：３０～１１：１５
午後０：３０～３：００

和田山保健センター１１月１９日（水）

※本人確認できるもの（免許証、保険証など）・献血カード（お持ちの人）をご持参ください。

献血にご協力ください

－健康あさご２１－

ＳＩＤＳから赤ちゃんを守りましょう
１１月はSIDS(乳幼児突然死症候群)対策強化月間です

これらはいずれもSIDSの直接の原因ではありません。

これらを参考に日ごろの子育てを再確認していただき、

おおらかな気持ちで子育てをしましょう。

－健康あさご２１－

子宮頸がん検診を受けましょう!!
受けよう健診！見直そう生活習慣！

食を通じた健康づくり
おいしく、楽しく、バランスよく！ ～健康あさご２１～
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「お弁当」食育標語
市教育委員会は、市内小・中学校の児童・生徒に、食育への関心をさらに高めてもらうため、『お弁当』に関する食育標語

を募集しました。１千点の応募作品のなかから、厳正な審査によって次の５点が入選しました。

【最優秀賞 １点】 頑張れる 不思議なパワーが つまってる （生野中学校３年 藤原
ふ じ わ ら

有花さん）
ゆ う か

【優 秀 賞 ４点】 お弁当最後の味付け「がんばれよ」 （東河小学校６年 山田圭祐さん）
や ま だ け い す け

ありがとう 世界に一つの お弁当 （梁瀬小学校６年 勝山
か つ や ま

花音さん）
か の ん

空っぽの 弁当箱見て 母笑顔 （梁瀬中学校１年 松田
ま つ だ

真菜さん）
ま な

完食が 言えない心の 感謝だよ （梁瀬中学校１年 井上
い の う え

爽さん）
さや

■問い合わせ先 和田山学校給食センター ☎６７２－２８０１

朝来市の給食が県代表に
「地場産物を活かした我が校の自慢料理」をテーマに開催される「第９回全国学校給

い

食甲子園®」（NPO法人２１世紀構想研究会主催）で、朝来市和田山学校給食センター・

須
す

田
だ

絢子栄養教諭の考案した学校給食献立が、応募総数２，１５７件の献立の中から兵庫
あ や こ

県の代表として選出されました。

献立は、岩津ねぎ・米などの地場産物を多数使用した【れんこんピラフ】、【牛乳】、【竹

田城石垣グラタン】、【花野菜のサラダ】、【オニオンスープ】、【みかん】です。市内小・中

学校の給食にも登場します。お楽しみに！！

■問い合わせ先 和田山学校給食センター ☎６７２－２８０１

暴力は、その対象の性別や加害者、被害者の間柄に問わず、
決して許されるものではありません。特に、配偶者等からの暴力
（DV）、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行
為等、女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するもので
あり、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な
課題です。
この機会に、女性に対する暴力について考え、暴力のない社会
づくりを進めましょう。

一人で悩まないで相談を
◎朝来市DV相談専用ダイヤル ☎６７０－２２５５

月～金午前８時３０分～午後５時１５分

※年末・年始、祝日を除く

◎女性の悩み相談 ☎６７２－６１２２（人権推進課）

毎月第２水曜日 ※予約制

午後０時３０分～午後３時３０分

11月12日～25日「女性に対する暴力をなくす運動」実施期間
11月25日「女性に対する暴力撤廃国際日」 ■問い合わせ先

人権推進課 ☎６７２－６１２２

「世界人権宣言」は、基本的人権および自由を尊重し確
保するために、世界のすべての人々とすべての国々とが達
成すべき共通の基準として、昭和２３年（１９４８年）１２月１０
日の第３回国際連合総会で採択され、今年で採択６６周
年を迎えます。
国際連合は、世界人権宣言採択を記念して、採択日の

１２月１０日を「人権デー（HumanRightsDay）」と定め、加盟
国に対し、人権擁護活動を推進するための各種行事を実
施するよう要請しています。

法務省と全国人権擁護委員連合会は、関係機関などの
協力を得て、「人権デー」を最終日とする１週間を「人権週
間」と定め、世界人権宣言の意義を訴えるとともに人権尊
重思想の普及高揚に努めています。今年も、１２月４日から
１０日までの１週間を「第６６回人権週間」として、各種啓発
活動を実施します。
市民の皆さんもこの機会に、社会や職場、家庭などでお

互いの人権を尊重し合っているかどうか見つめ直してみて
はいかがでしょうか。

平成２６年度啓発活動重点目標

みんなで築こう人権の世紀

～考えよう相手の気持ち育てよう思いやりの心～

○女性の人権を守ろう

○子どもの人権を守ろう

○高齢者を大切にする心を育てよう

○障害のある人の自立と社会参加を進めよう

○同和問題に関する偏見や差別をなくそう

○アイヌの人 に々関する理解を深めよう

○外国人の人権を尊重しよう

○ＨＩＶ感染者や

ハンセン病患者等に対する偏見をなくそう

○刑を終えて出所した人に対する

偏見をなくそう

○犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

○インターネットを悪用した人権侵害をなくそう

○北朝鮮当局による人権侵害問題に対する

認識を深めよう

○ホームレスに対する偏見をなくそう

○性的指向を理由とする差別をなくそう

○性同一性障害を理由とする差別をなくそう

○人身取引をなくそう

○東日本大震災に起因する

人権問題に取り組もう

１２月４日から１０日は「人権週間」です ■問い合わせ先
人権推進課 ☎６７２－６１２２

【全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間】◆相談内容 ＤＶ、セクシュアルハラスメントなど女性をめぐるさまざま人権問題（無料・電話相談のみ・
秘密厳守）◆相談電話番号 ☎０５７０－０７０－８１０（全国共通ナビダイヤル）◆日時 １１月１７日（月）～２１日（金）午前８時３０分～午後７時、１１月２２
日（土）・２３日（日）午前１０時～午後５時 ◆相談員 人権擁護委員、法務局職員 ◆問い合わせ先 神戸地方法務局人権擁護課☎０７８（３９２）１８２１

兵庫県代表に選出された献立



№６０ オンラインゲーム～未成年者の利用はルールを守って!暮らしの情報コーナー

▼

私

が

竹

田

城

跡
に
つ
い

て「
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
の

よ
う
だ
」と
聞
い
た
の
は
、

今
か
ら

年
以
上
前
に

１０

な
る
で
し
ょ
う
か
、ま
だ
竹

田
城
跡
が
知
る
人
ぞ
知

る
存
在
だ
っ
た
こ
ろ
の
話

で
す
。▼
全
国
か
ら
お
城

め
ぐ
り
が
好
き
な
人
た
ち

が
集
ま
る
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
が
、そ
の
際
に
、マ

チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
を
訪
れ

た
経
験
の
あ
る
人
が
い
て
、

そ
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
の
後

は
、口
コ
ミ
で
広
が
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
、「
天
空
の

城
」と
な
ら
び
、竹
田
城

跡
の
代
名
詞
の
ひ
と
つ
で

も
あ
り
ま
す
。▼

月
１０

２０

日
、

日
と
、ペ
ル
ー
共

２１

和
国
の
エ
ス
カ
ラ
大
使
と

ご
家
族
が
朝
来
市
を
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。実
際
に

城
跡
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た

大
使
は「
遺
跡
は
比
較
す

る
も
の
で
は
な
く
、そ
れ
ぞ

れ
に
価
値
が
あ
る
も
の
。

竹
田
城
跡
は
そ
れ
だ
け
で

素
晴
ら
し
い
。」と
話
さ
れ

ま
し
た
。▼
竹
田
城
跡
は
、

こ
こ
数
年
で
知
名
度
は
飛

躍
的
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
大
使
の
言
葉

の
よ
う
に
、竹
田
城
跡
の

持
つ
独
自
性
や
価
値
を
、

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、あ

ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

親が知らないうちに、子どもがオンラインゲームで高額な有料アイテムを購入していたというトラブルが多く発生し

ています。

ࣄࣄࣄ
ྫྫྫ

つ

クレジットカード会社からの明細を見て、通信ゲーム機用の有料アイテムを２万円分購入していることがわかっ

た。小学３年生の息子を問いただすと、最初はゲーム内の仮想通貨のつもりで使い、途中から現金が動いてい

るのではと気づいたが怖くなって言い出せなかったという。親が承諾したものではないので支払いたくない。

（３０歳代男性）

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

集

記後

編

「私は、タイムスリップをして、生野銀山の時代に飛んで行きました。」

９月２８日、生野町の口銀谷地域で開催された、銀谷祭りに参加しまし

た。今度は、祭りを見に行っただけじゃなくて、本当に参加しました。

ヨーロッパの古いドレスを着て、賑やかなまちを散歩しました。ケーブル

テレビのリポーターとして活動ができ、とてもおもしろかったです。私だけ

でなく、生野のまちの多くの皆さんも着物などの古い服を着ていて、なか

なか良い雰囲気でした。おいしい食べ物を食べたり、ミニ一円電車も見た

り、楽しい時間を過ごすことができました。

また、１５０年前の生野からフランスに持ち帰られたバラを起源とする

「絆（きずな）」というバラの植栽式に参列することもできました。

午後からは、ヨーロッパ風の衣装

から和装に着替え、袴（はかま）姿を

体験することもできました。これまで

も何度か着物を着ることはありまし

たが、袴は初めてで、自分でもかっ

こいいと思いました。

銀谷祭りは、本当におすすめなお

祭りです。

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュー・ポリーヌ）
※子ども＝15歳以下 高齢者＝65歳以上
※累計は平成２６年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

１空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

４忍 び 込 み０強制わいせつ

１金 庫 破 り０ひ っ た く り

４事 務 所 あ ら し２３車 上 ね ら い

０出 店 あ ら し２自動販売機ねらい

７詐 欺

そ
の
他

３部 品 ね ら い

５傷 害２０器 物 損 壊

７暴 行３自 動 車 盗

１８万 引 き０オートバイ盗

（９月末累計）２０自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

０その他

１合計

１８累計

１５交通事故

救
急

１５一般負傷

７９急病

１０その他

１１９合計

１１８５累計

（９月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

７３５人身事故

００子ども

死
者

１０高齢者

００その他

１０合計

８０子ども

傷
者

２２０高齢者

７８６その他

１０８６合計

８２５８３物損事故

（９月中）

vol.１４ 銀谷祭りに参加！

親の承諾なしに未成年者が行った契約は法的には取り消すことができます。ただし、①クレジットカードの管理責任

を問われる②ゲームを楽しんだ使用利益分は支払い義務がある③年齢を偽って購入している…などの理由から、

ゲーム会社や代金収納を行っている事業者との交渉が難航することがほとんどです。クレジットカードの管理は厳重に

行い、親子ともオンラインゲームは実質有料であることを理解し、遊び方のルールを話し合っておくことが大切です。ま

た、スマートフォンやゲーム機の機能を制限する、暗証番号等でロックをかけるなどの方法もあります。

平平成２６年１１月平成２６年１１月号号23
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人 朝来市内で活躍する
朝来市にゆかりのある
元気な人・グループを紹介

新あさご百景
第32回 青倉神社

伊由谷の奥、青倉山の中腹にある青倉神社です。

古くから目の神様として知られており、御神体の巨岩裏から

湧き出る水は御霊水とされ、目の病気に効くと言われています。

問い合わせ先 都市開発課 ☎６７２－６１２７

市は、市内産業の活性化を図るため（仮称）朝来市地域産業創出支援センターを設

立（平成２７年度上期開設へ向け準備中）し、既存企業に対する経営、技術等の課題克

服に向けたサポート、起業や農商工連携を支援できる体制を築くこととしています。

このたび、センター長の募集を行い、吉澤正美さんが就任することとなりました。

「コピーライター、クリエイティブ・ディレクターとして、ＣＩやブランディング、広告

宣伝等、電波媒体から紙媒体、催事と幅広い情報発信の企画制作を経験しました。また、

神戸においての『まちづくり』『地域活性化』にも携わってきました。」

「朝来に赴任してまだわずかですが、地域の産業やまちの元気は、『人が真ん中』だ

とあらためて感じています。若者が地域活性化に取り組み、自分のまちを自慢できる。

シニアの方々が笑顔でボランティア活動に励んでいる。そんな環境や仕掛けをさらに

充実させる役割の一翼を経済振興の場を通じて担えればと思います。」

「センターのテーマは『元気産業の創生』です。これから出会うであろう企業や起業

家、事業者の方々をはじめ多くのみなさま方とのふれあいを大切にしながら、朝来市

ならではの魅力を全国に発信できる機能を持ったセンターの運営に取り組む所存で

す。よろしくお願い致します。」

皆さんからの投稿を募集しています。身近にある
風景などを応募ください。

いきいき

（ ）（仮称）朝来市地域産業創出支援センター長に就任

吉澤 正美さん
よ し ざ わ ま さ み

吉澤正美さん

市 民 投 稿

太陽光発電所を設置 栃原区

栃原区では、区が所有する「まんぷ広場」の有効活用策の検

討を進めてきました。このほど、名古屋市にある太陽光発電を

扱う業者に広場を貸し出し、太陽光発電所を設置、１０月８日に

は関係者出席のもと竣工式を行いました。
しゅん

設備は、約１万平方㍍の敷地に２，５６０枚のパネルを設置、雪

にも強い性能のパネルは５９０ｋｗの発電能力を持ち、市内で

は最大規模です。

管理は業者が行い、区では２０年間にわたって広場を貸し出

すこととしています。

こ ん な こ と あ ͬ た で ー


